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第１０回双葉郡等避難地域の医療等提供体制検討会次第
。

日時：平成.３０年８月８日（水）
ｆｌ３：､３０から15 :00まで

場所：自由民主福島会館中町ビル大会議室

今云開１

議長（福島県保健福祉部長）挨拶２

議題・
（１）避難地域における医療提供体制の再構築等に向けた取組状況について

３

（２）ふたば医療センター附属病院の取組状況について

（３）福島県立医科大学「ふたば救急総合医療支援センター｣による

医療支援について

（４）避難地域薬局再開･薬剤師確保支援事業の概要について

（５）避難地域における医療人材の養成・確保について

（６）避難地域等における福祉･介護提供体制の現状と今後の取組について

（７）福島相双復興推進機構の取組について

４ 閉 会

』
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|i避蝋也域の医猿提供体制の再構築
①医療樅関等の再開支援
・歯科診療所、薬局等、地域で必要とされ
る医療を確保。

．福島相双復興推進機構と連携して、医療
機関等の経営安定化を支援。

②二次医療提供体制の整備
．｢ふたば医療センター附属病院」の運営
賀を支援。

・多目的医療用ヘリの運航。

'2近隣地域の医療提供体制の充実 ］
①専門医療の医療提供体制を充実
透析医療、小児・周産期医療等、避皇伽
域での再開が見込めない専門医療につ
いて医療提供体制を充実。

②避難住民への医療提供体制の確保
「双葉郡立診療所」の運営費を支援。

平成２９銅套糊予額８0｡7個円一

’
①医瞭機関等の再開支援
葛尾村診療所の再開により、一部区域を
除き､避難指示解除された全市剛寸で診療
所が開設・再開。

②二次救急医療提供体制の整備
｢ふたば医療センター附属病院」を整備。 式 - - 、

、

〆９
二(平成３０年４月２３日診療開始）

匿
装置''台整備．｜
陛 一

’ 一 一

透析装置1１台整備
①透析医療提供体制の整備
相馬地域において、帰還住民を含む新規
透析患者の受入体制を整備（３病院）。

②避難住民の医療提供体制の確保 南柵臆
いわき市の復興公営住宅団地内に「双
葉郡立診療所」を整備(２診療所)。

’ 、、一 一

①短・中期的な医療従事者の確保 ‘ 覇 尾 判 、
--一一一一一●● ，鍼̅ｉ

ｈ

県外からの医療支援等に要する経費を 3原子力災害により不足した鴎従事者の確保｜
①短・中期的な医療従事者の確保
引き続き、県外からの医療支援等に要す
る経費を支援。

②長期的な医療従事者の確保
将来、県内の公的医療機関等に勤務し
ようとする者に対して修学資金を貸与。

’一輔支援。 日

～ﾉ愚Ｋ
Ｌ - へ

･医師３５０名、看護師８名、他２名
且 一②長期的な医療従事者の確保

将来、県内の公的医療機関等に勤務しよ
蝉 Ｋ
＝うとする者に対して、修学資金を貸与。

･医師７９名、保健師等].８９名、 4一 一 一 争 一 一 一 一 一

広野薬局
(I-129.5移転再開）

- １ ■ D １ ． ． - - - - -

いわき市医療センター
（|-'30.12開院予定）

向 - 公 一 寺 一 一 一 一 一 ＝ - - - - ． . . . - - -

厨Ｉ
理学振寄去士等３３０名 ＝＝

≦どく 夢夢勺こ萱ぐ Ｐ ー

｜
』

Ｉ４浜通り地方の二・三次救急医療の強化橘繁簡１

管９①「いわき市医療センター」の施設整備 、、
一 ー 寺 、 申
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を支援。 ①「いわき市医療センター」の施設整備等
を支援(H30.12開院予定)。、燕蹄※相馬地域においては、南相馬市立総

、悪合病院脳卒中センターの施設整備を
支援（H2８年度)。 ■ - - - ■

避難地域における医療提供体制の再構築等に向けた取組状況
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１識難i伽睡の廣猿１ E供体制の再欄震

相馬中央病院
小野田病院
南相馬市市立総合病院

新規透析患者の
受入体制の確保

ﾉＷリ
●Ｈ２８年度以前再而
●Ｈ２９年度以降再開

上、岬|，皮フ科ｸﾘﾆｯｸ
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ふたば医療センター
附属病院
('-130.4開院）
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１【現状・課題】 【避難地域等医療復興計画（今後の方向性）要旨】
Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

-

避難地域内の居住者数は震災前と比較して依然少ない状況○
○
○
○

Ｏ福島相双復興推進機構等、関係機関と連携して、再開医療機
関等の経営安定化を支援

○引き続き、再開医療溌関等の運営を財政面から支援
人件費が高騰しており、 医業コストカ贈大
再開医療機関等の約７割が人件費・運営責への支援を受け稼働
平成２９年4.月以降、医療機関の再開。開設のペースは鈍化
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【避難地域等医療復興計画（今後の方向性）要旨】
○復興・帰還の進捗に応じて「薬局｣、「歯科診療所｣･のニーズ
が高まるなど、確保するべき「地域に必要な医療等」も変化

○「地域に必要な医療等」の確保に向け、市町村を含め関係機
関が連携し、支援を行うことが必要

避難指示解除された全市町村で内科等、基本的な診療科が稼働
二次医療機関である「ふたば医療センター附属病院」が開院
避難地域内の居住者に占める高齢者の割合が高く、今後、在宅
医療､Ｕ八ビリ等のニーズが高まっていくことが想定
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【現状・課題】
○双葉地域に居住する透析患者は約４０名(いわき地域への送迎支援

【現状・課題】
○避難地域を含む浜通り地方では医療人材の不足が未だ深刻な状況

を１８名が活用（経済産業省補助金)）
Ｏ復興公営住宅がいわき市に１ｹ672戸、南相馬市に９２７戸整備され
るなど、避難地域から数多くの住民が避難

※詳細は で説明
ノ

【避難地域等医療復興計画（今後の方向性）要旨】【避難地域等医療復興計画（今後の方向性）要旨】 ○医療機関の再開等に際しては、専門職である医療人材の育
成､資質向上、確保定着を図ることが必要

○県内全域で避難指示等区域の復興及び住民帰還の加速を
支える医療人材の養成、資質向上、確保定着に継続的かつ
長期的に取り組んでいくことが必要

’○避難地域内での再開が見込めない専門医療等を充実
○双葉郡立診療所の運営費を支援するなど､復興住宅等に避難
している住民による医療需要に引き続き対応

○二次･三次救急医療機関の機能強化に結びつく、設備整備等
|k'について検討

:避難地域の塵療等提1１ ；制の再構築等に胸幟た現状・課題
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センター附属病院患者報告（平成30年７垂者 月末時点）病 末時属ふたば 療 成 年医 平
H30.8,8.摘院局 。

となります。Ⅲ※本報告における ３０年７

６２２人（１日当たり６．２人）４月２３日(診療開始>から７月末までの患者数

月別患者数の推移 双葉地域の救急の状況

(双葉地方広域市町村圏組合消防本部）

５■４

細却抑郵郵姻卿卿卿脚畑獅観仙沁０

2６２ 一管内搬送
中、当院へ
の膿送率
(db)
88.9％

うち当
院八の搬

送
(c)
１２０

■

管内搬送
率
(Wa)

56.7％
28.0％
63.0％

毒罐⑥一顧一“｜“

猫差人数
(a)

H30｡4.23～H30.7.311238
H29.1～H29.12(通年） 711

’一H22.1～H22.12(通年） 2,454

颪たば医療センター附属病院（２４時間３６５日対応） の開院により、
縮されだ◎

４ 月 ５ 月 ６ 月 ７ 月 ８ 月 ９ 月 １ ０ 月 １ １ 月 １ ２ 月 １ 月 ２ 月 ３ 月 （搬送数は病院の集計と異なる。）

地域別患者数割合（平成30年4･～７月）年齢別患者数割合(平成30年４月～７月）患者数６２２人のうち
救急車による搬送１３２人（２１．２％）

◆ ル < 段 郷 内 Ⅲ ﾘ ｲ 1 " 唾 緋 の 約 嘩 リ 今 職 広 い 年 齢 腰 の 患 苔
徒歩・自家用車等４．９０人（７８．８％）
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症 状 の 傾 向 ※ 叫 城 ３ ０ 年 ７ 月 ３ １ 日 現 在
・ 骨 折 、 打 撲 、 腰 蛎 等 ３ ３ ． ９ ％
・腹痛、急性胃腸炎等の消化器系１５．６％
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一 ～ふたば救急総合医療支援センター

福島県立医科大学『ふたば救急総合医療支援センター」による医療支援について

’■ふ哩塗墨塗会医療支援ｾ空言=＝
|蕊職鐸鐵譲織墓蕊蕊総籍鷆蕊饗
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ふたば医療センター附属病院への医師派遣等支援
|【ふたば医療センター附属病院の医師診療体制】

１ 一 一 一

'○365日救急診療を医師３名以上で実施

日当直医師２名：２４時間勤務（救急・外科医及び内科医）
業務:救急外来､救急車搬送患者への救急対応と病棟入院患者の診療(診
察処置、指示入力など)、病棟担当医をサポート

病棟担当医師１名：日勤十夜間オンコール待機
業務：月曜日から土曜日朝まで連続勤務。土日は別担当医が対応。病棟
の入院患者の診療､入院患者の診療方針決定､患者家族等の説明を担当。

’○勤務医師数
|：平日／日勤帯４～５名、夜間帯２名及びオンコール対応医師１名
'１土日等/日勤帯3名､夜間帯2名及びｵﾝｺーﾙ対応医師,名
1）ふたば救急総合医療支援センター教員
○日当直、病棟担当（平日還続勤務、土日担当）
○診療支援

１
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H 2 ２ H 2 ４ H 2 ６ 1 - 1 ２ ８

相双エリア医師数推移（単位：人）
1 - 1 2 2 H 2 4 . H 2 ６ 1 - 1 2 8

相双エリア看護職員数推移（単位：人）
一 今 一 画 一 一

【人初確保の主な敬組み纒期’１櫛確保の主な鳳聯み"(短期）】
L 一 一 一 一 一

rー 『荘、̅
ｈ』

○医師確保修学資金貸与事業Ｑ浜通り医療提供体制鮒上事業１

１

１

４

０

ｌ

ｂ

■

０

１

０

１

日

○保健師等、進等事業ふるさと就職促○看護職員
→将来、県内で勤務しようとする医療系学生に対して、
修学資金を貸与。

支援事業
→医療従事者確保を行う、浜通りの病院一自治体を支援。

’
一
一
一
一

H29貸与者数
(新規十継続者）

Ⅱ

０

１
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４
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Ⅱ

■

■
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１

白

日

１

１

４

！

対象恥種金額補助ｆＩ数事業名 ４
１
■
ｄ
ｊ
ｐ
０
０
ｆ 医師

保健師、看護師、助産師、准看謹師
漏匝り医療提供
体制強化事業 717,022千円34'件ﾛ

､

卜 ふるさと就業
促進事業 116,64.5千円６件 理学鍛法士、作業療法士、

診疲放射線技師、歯科衛生士
閃
ｄ
ｏ330名

滝直り看護朧員
砲累支援事業 １80,358千円33件■■可Ｉｐｆｑ■同■■ｑ■■■。』●ロロロロ○厘画ロ一

○県立医 ｐ
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１
１
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→理学療法士等4職種の安定的な確保のため、202-|年４月
開設を目指す。※上記のほか、非常勤医師の派遣、ドクターバンク

短期的効果が見込まれる事業を実施。
Ｌ一 一 一 ー - - ー ー ー

夏＞

蕊

’麗
鋪
郷

『
１

治体一医療機関等の
密な連携が必要 ■--．-一二二一-腰

春■Ｐ



|資料6-1’資料6-１

高齢福祉謀H30.6.1
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避難指示区域内の介護施設等の状況
- ｒ 志 二 一 一 釦 一 一 一
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窮堅行
凡例

麗鑿蕊醗報厘鍾
匡．鰐還園瀧区壊

閣避籠指示震除区壊

特養いいたてホーム
定員70床蕊従乗床部分６０床休
止中（シ三一トステイ１０床は本
体床へ転用）
（震災前：120床Ｓ、Ｄ併設）

ミテイ１０床は本

S、Ｄ併設）
飯舘村 特養海ｃ

定員４０
H30.4.]
（震災常

特雲海の香
定員40床、Ｓ併設
H30.4.1再開
（震災前：５０床、Ｓ併設）

●
,f.'-』 南相馬市

ﾉI喉
{､瓶■ 3 グ

特養オンフール双葉
定員50床、Ｓ併設
※H28.4.１いわき市内の
仮設施設で再開
（霞災前;140床､ｓ､Ｄ併股）

特養サンライトおおくま（震
災前：８０床、Ｓ併設）

卜おおくま（震
⑬⑬ ００

儀式≧承菫老健ドーヴィル双葉
（震災前：100床、Ｓ、Ｄ併股） 村村

国国
老健貴布祢
（震災前：100床）

特養都路まどか荘
定員：５０床、Ｓ併設
"W24.3.24再開

田村市
『、『、

特菱せんだん
定員40床、S10床
蕊唾9.7.１いわき市内
の仮設施設で再闇
（震災前：70床、ｓ併設）

特養かわうち
定員７６床、Ｓ併設
xH27.11.1開所
（震災後、新規に開所）

富岡町
ノ

ザ
凸

楢葉町 特養舘山荘
（震災前：８０床、Ｓ併設）

老健艤葉ときわ苑
定員100床、Ｓ併設
蕊豆25.2.2Oいわき市内の仮設施設
で再開（震災前：100床、Ｓ、Ｄ併設）

ロ
●

20kｍ
養護老人ホーム東風荘
定員46床
xH25.1.7郡山市内の仮設
施設で再開（震災前：７５床）

広野町●

○特雛毒塞老人ホームロ介護老人保健施設
●再開（開所）した施設

相双篭域の外で再開した○相双鐘域のタ
●休止中の施冒

･S:ショートステイ
･D:デイサーピス（

(仮設で再開した む） 特養花夢さ苑
定員３６床、Ｓ併設
（震災前:３６床､Ｓ併設）

特養リリー園
定員４４床、Ｓ併設
※H28.3.30再開
（鰹災前580床、Ｓ併設）

(短期入所生活介護、所生活介護、短期入所療養介謹）
)、デイケア（通所リハビリテーション）

■ 一 - 二 - ■ 一 一 ロ - ■ 一 一 一 里 ゴ ー
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認知症疾患医療センターの指定について
０ １

ゲ

高齢福祉課、

認知症の方やその家族への支援体制を充実させるため､､相双圏域では初めて
となる認知症疾患医療センターとして､下記のとおり｢公益財団法人金森和心
会雲雀ヶ丘病院」を指定しべ４月２日（月）から業務を開始した。
本センターは相双圏域や隣接圏域の複数の医療機関と連携し《地域全体で認

知症の方やその家族等への支援を行う。
記

1医療機関名(住所）
公益財団法人金森和心会雲雀ケ丘病院（南相馬市原町区上町1-L３O)

２指定年月日．、
平成３０年４月１日

３認知症疾患医療センターの業務内容：
地域の関係機関等と連携を図りながら、認知症疾患に閨する鑑別診断とそ

の初期対応､急性期治療に関する対応､専門医療相談等を実施するととも|こ、
保健・医療･'介護関係機関の連携促進や雷係者八の研修等を行う。

※認知症疾患医療センター一覧（平成３０年４月１日現在）

、

､

̅ 、

１

ノ

- ■

■

地 域 ● ｡

ｇ■

● ｇ -

● 今
医 療 機 関 名 ① ｡

● ● ●

県 北
ｅ
●

● Q

■
● 日本赤十字社福島崇支部福島赤十字病院 ■ 勺

医療法人湖山荘あずま通りクリニック
▲ ユ 函

県 中

● ■

公益財団法人星総合病院．
■ ■

■ ｡

■ 寺

■

､ ＝ ■ ■

社塞医療法入あさかホスピタル
ｏ

ｅ ｑ

■ 〃

■ ●

県 南 福島県立矢吹病院、
●

■

● ｡

会・津
｡ ■ 寺 ●

一般財団法人竹田健康財団竹田綜合病院
相..双 公益財団法人金森和心会雲雀ケ丘病院 ｑ

■

の

■ ●0

■

いわき 公益財団法人磐城済世会舞子浜病院 ■

■

●

Ｐ
●

寺 ●
■

■

｡ ●


